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 呉支部会員数  441 名 （2023 年 12 月 27 日現在）   

取材先募集中！ ご希望の方は広報委員か事務局まで。 

令和 5 年度 呉支部方針 《スローガン》     

「新しい時代」に挑戦！「人を生かす経
営」が企業と地域を元気にする！ 
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2024年 1月 1日 焼山から灰ヶ峰をのぞむ 
 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 
撮影者 ㈱エムシーアール 宇吹 健太郎 氏（広報委員・呉中央・青年部会） 



 

 

 

 (２) 

 
《
呉
南
地
区
会
》 

楽
し
い
会
話
と 

料
理
に
舌
鼓 

 

■
開
催
日 

12
月
５
日
（
火
） 

■
会 

場 

呉
森
沢
ホ
テ
ル 

■
出
席
者 

30
名
（
う
ち
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
名
） 

 

２
０
２
３
年
最
後
と
な
る
12
月
呉
南

地
区
会
例
会
は
、「
大
忘
年
会
」
と
題
し
、

恒
例
の
忘
年
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

会
員
28
名
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
名
と
大

勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
年
一
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
話
と
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
し

ま
し
た
。 

次
第
に
同
友
会
の
話
か
ら
、
お
互
い
に

興
味
が
あ
る
内
容
と
な
り
、
各
テ
ー
ブ
ル

大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
る
印
象
を
受
け

ま
し
た
。 

毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
で
は
人
に
よ
っ
て
色
ん
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
贈
ら
れ
る
の
も
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。 

さ
ら
に
今
回
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
２

名
ご
参
加
く
だ
さ
り
、
今
後
の
会
の
発
展

に
良
い
影
響
、
刺
激
を
い
た
だ
け
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。 

 

（
記 

中
原
建
設
㈱
／
Ｔ
ｅ
ｇ
ｏ 

 

中
原 

佑
介
）    

 

《
呉
中
央
地
区
会
》 

前
を
向
く
勇
気
を 

も
ら
え
た
忘
年
会 

 

■
開
催
日 

12
月
４
日
（
月
） 

■
会 

場 

権
三 

■
出
席
者 

24
名 

 

呉
中
央
地
区
会
の
12
月
例
会
は
、
呉
中

央
地
区
会
の
会
員
で
も
あ
る
「
権
三
」
さ

ん
に
て
、
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

近
況
報
告
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

は
設
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
数
の

メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。 

普
段
は
な
か
な
か
参
加
が
難
し
い
会

員
の
方
や
、
今
年
入
会
さ
れ
た
新
し
い
会

員
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
他
愛
の
な
い
話
で
懇
親
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
そ
の
中
で
も
経
営
の
話
か
ら

外
れ
る
こ
と
な
く
、
新
規
事
業
を
始
め
た

会
員
か
ら
は
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
り
、
名
刺

を
配
っ
た
り
勢
力
的
に
広
報
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ

た
と
こ
ろ
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
は
じ

ま
り
、
そ
れ
が
引
き
金
と
な
り
物
価
高
騰

な
ど
に
苦
戦
し
て
い
る
話
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
が
、
新
規
事
業
を
始
め
ら
れ
る
話

な
ど
を
聞
く
と
前
を
向
い
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。 

最
後
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
も
突
然
始
ま
り
、
今
ま
で
経
験
の
な
い

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

私
は
、
と
あ
る
方
に
体
重
の
事
を
言
わ

れ
、
も
う
い
い
年
な
ん
だ
か
ら
健
康
管
理

の
為
に
も
や
せ
た
方
が
い
い
と
切
実
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
来
年

度
の
目
標
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
体
が
資
本
で
す
ね
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
規
制
が
全
面
的
に
解
除

さ
れ
て
か
ら
の
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
や
っ
と
通
常
に
開
催
で
き
大
変
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

一
年
間
あ
り
が
と
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 （
記 

㈱
中
谷
建
設
工
業 

 

中
谷 

和
紀
） 「権三」の前で恒例の記念写真 

地区会例会の報告 

「呉森沢ホテル」にて恒例の記念写真 

各テーブルで交流も進みました 



 

 

 

 (３) 

 
《
広
東
地
区
会
》 

未
来
に 

向
か
っ
て 

 

■
開
催
日 

12
月
13
日
（
水
） 

■
会 

場 

が
ん
ぼ 

■
出
席
者 

34
名
（
う
ち
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
名
） 

 

広
東
地
区
会
の
12
月
例
会
は
、
広
に
あ

る
居
酒
屋
に
て
忘
年
会
を
行
い
ま
し
た
。 

地
区
会
員
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
２
名
を
含

め
、
34
名
の
参
加
と
大
変
多
く
の
メ
ン
バ

ー
と
の
交
流
が
出
来
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
の
制
限
も
緩
和
さ
れ
、
今
年
の

振
り
返
り
や
来
年
の
抱
負
な
ど
、
日
々
の

取
組
み
や
経
営
に
関
す
る
話
題
で
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

今
期
は
、
支
部
、
県
の
周
年
行
事
や
青

全
交
な
ど
大
き
な
行
事
の
重
な
る
年
度

に
な
り
、
そ
の
都
度
地
区
会
員
の
皆
様
に

は
た
く
さ
ん
の
協
力
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。 出

会
い
が
多
い
ほ
ど
学
び
も
多
い
と

日
々
感
じ
て
い
ま
す
が
、
自
身
や
自
社
に

と
っ
て
学
び
を
実
践
す
る
に
は
大
変
貴

重
な
１
年
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

こ
こ
数
年
で
新
会
員
も
増
え
、
変
化
に

挑
戦
で
き
る
体
制
は
既
に
整
っ
て
い
ま

す
。
あ
と
は
行
動
あ
る
の
み
で
す
。 

何
か
１
つ
で
も
自
社
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
に
な
る
学
び
と
、
切
磋
琢
磨
で
き
る
仲

間
を
見
つ
け
る
事
が
同
友
会
活
動
に
お

い
て
重
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

 

（
記 

㈱
ハ
マ
シ
タ 

濱
下 

貴
洋
）        

 

《
広
西
地
区
会
》 

経
営
の
匂
い
の
す
る 

広
西
忘
年
会 

 

■
開
催
日 

12
月
13
日
（
水
） 

■
会 

場 

炭
焼 

鳥
長 

■
出
席
者 

17
名 

 

12
月
例
会
は
「
経
営
の
匂
い
の
す
る
忘

年
例
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
毎
年
忘
年
会
く
ら
い
で
し
か

お
目
に
か
か
れ
な
い
㈲
西
和
工
業
の
新

中
氏
や
㈱
泰
后
産
業
の
高
木
氏
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
17
名
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。 

い
つ
も
の
広
西
地
区
会
ら
し
く
、
各
社

の
経
営
状
況
や
業
界
動
向
の
話
か
ら
趣

味
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
話
を
若
手
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
遠
慮
な
く
談
笑
し
た
り
、

語
り
合
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

や
は
り
広
西
地
区
会
の
魅
力
は
、
こ
の

年
齢
問
わ
ず
仲
が
良
く
、
皆
が
真
剣
に
経

営
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
相
談
し
合
え
る

風
土
が
で
き
て
い
る
事
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
こ
れ
は
先
輩
方
が
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
素
晴
ら
し
い
環
境
で
あ
り
、
今
後

は
自
身
も
先
輩
方
の
様
な
経
営
者
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

二
次
会
で
は
、
皆
が
終
始
笑
顔
で
語
り

合
い
、
ふ
ざ
け
あ
い
、
楽
し
い
時
間
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
菅

原
会
長
か
ら
毎
年
恒
例
の
「
広
西
最

高
！
！
」
と
い
う
言
葉
も
で
て
お
り
、
盛

り
上
が
り
も
最
高
潮
と
い
っ
た
様
子
で

し
た
。 

来
年
も
、
こ
の
最
高
な
広
西
の
メ
ン
バ

ー
と
共
に
経
営
だ
け
で
な
く
人
生
に
つ

い
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

（
記 

合
同
呉
運
送
㈱ 

 

小
松 

慎
司
） 

  

地区会例会の報告 

お店からあふれんばかりの広東メンバー 

今年も広西メンバーと一緒に良い年を過ごすぞ！

らあふれんばかりの広東メンバー 



 

 

 

 (４) 

 
《
広
北
地
区
会
》 

今
年
度
役
員
一
丸

で
邁
進
し
て
い
く 

 

■
開
催
日 

12
月
18
日
（
月
） 

■
会 

場 

旬
菜
匠
味 

く
し
山 

■
出
席
者 

13
名 

 

２
０
２
３
年
度
広
北
地
区
会
の
忘
年

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
影
響
も

あ
り
こ
の
度
の
懇
親
会
は
、
会
長
の
参
加

が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が 

、
賑
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

広
北
地
区
会
と
し
て
は
今
年
度
は
総

会
に
始
ま
り
、
11
月
合
同
例
会
と
メ
ン
バ

ー
の
方
に
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
た

と
て
も
実
り
の
多
い
１
年
だ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
年
明
け
に
は
新
年
互
礼
会
、
２

月
、
３
月
例
会
と
続
き
ま
す
。
今
年
度
を

駆
け
抜
け
る
べ
く
役
員
一
同
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。 

 

（
記 
㈱
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ 

渡
部 

和
晃
）                    

 

《
芸
南
地
区
会
》 

新
し
い
年
も
楽
し
み

な
一
年
と
な
り
そ
う 

 

■
開
催
日 

12
月
21
日
（
木
） 

■
会 

場 

海
の
味
処 

藤
田
屋 

■
出
席
者 

21
名 

 

12
月
は
、
我
が
芸
南
地
区
会
が
誇
る
海

の
味
処
「
藤
田
屋
」
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

海
の
幸
を
中
心
と
し
た
美
味
し
い
料

理
に
舌
鼓
を
打
ち
つ
つ
、
各
々
の
会
社
や

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
近
況
報
告
。
新
年
の
目

標
、
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。 

他
支
部
や
他
地
区
会
か
ら
の
参
加
も

有
り
、
大
い
に
懇
親
を
深
め
る
時
間
と
な

り
ま
し
た
。 

令
和
５
年
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
行
事
が
通

常
開
催
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
今
回
の
よ

う
な
懇
親
会
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
や
は

り
勉
強
会
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
懇

親
会
も
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

会
員
増
強
に
お
い
て
は
、
一
人
の
会
員

も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
新
た
な
仲
間
を
迎

え
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
会
員
数
は
42

名
と
な
り
、
芸
南
地
区
会
過
去
最
大
の
会

員
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
ま
で
奮
闘
し
て
き
た
銭
谷
地
区

会
長
体
制
も
、
残
り
数
ヵ
月
と
な
り
ま
し

た
。
次
期
地
区
会
長
候
補
？
の
発
表
も
あ

り
、
令
和
６
年
も
楽
し
み
な
年
に
な
り
そ

う
で
す
。 

（
記 

上
プ
ラ
ン
ト
産
業
㈱ 岡

本 

裕
次
） 

懇親会開会前の様子 

地区会例会の報告 

「藤田屋」の前で記念写真 

一言スピーチの様子 



 

 

 

 (５) 

 
《
昭
和
地
区
会
》 

参
加
者
同
士
の 

絆
を
深
め
た
忘
年
会 

 

■
開
催
日 

12
月
22
日
（
金
） 

■
会 

場 

い
し
田
や 

■
出
席
者 

６
名 

 

昭
和
地
区
12
月
例
会
は
「
い
し
田
や
」

に
て
参
加
６
名
で
忘
年
会
を
開
催
し
、
そ

れ
ぞ
れ
こ
の
一
年
を
振
り
返
る
会
と
な

り
ま
し
た
。 

２
０
２
３
年
の
忘
年
会
は
、
コ
ロ
ナ
後

の
状
況
を
鑑
み
、
参
加
者
た
ち
は
久
し
ぶ

り
に
対
面
で
交
流
し
、
リ
ア
ル
な
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
が
再
構
築
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
今
年
の
挑
戦
や
成
功
体
験

を
共
有
し
、
コ
ロ
ナ
後
の
展
開
、
物
価
高

や
諸
々
の
コ
ス
ト
増
な
ど
共
通
の
課
題

に
対
す
る
知
恵
を
出
し
合
っ
た
り
、
メ
ン

バ
ー
は
逆
境
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
柔
軟

性
と
創
造
性
を
交
換
出
来
ま
し
た
。 

参
加
者
た
ち
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来
に

つ
い
て
熱
心
に
議
論
し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
や
新
た
な
市
場
動
向
に
対
す
る
洞
察

が
得
ら
れ
、
そ
れ
が
参
加
者
た
ち
の
経
営

戦
略
に
反
映
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
中
小
企
業
家
同
友
会
の
中
で
結

ば
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
こ
れ
に
よ

り
参
加
者
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
更
な
る
拡
大
を
果
た
せ
る
よ
う

交
流
と
共
創
の
場
と
し
て
の
役
割
が
強

調
さ
れ
、
単
な
る
イ
ベ
ン
ト
以
上
の
価
値

を
生
み
出
し
た
瞬
間
で
し
た
。 

忘
年
会
は
、
困
難
な
時
期
に
お
い
て
も

中
小
企
業
家
同
友
会
会
員
が
結
束
し
、
前

向
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
共
有
で
き
た
証

と
な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
変
革
の
波
に
乗
り
、
共
に

成
長
し
続
け
る
姿
勢
が
、
参
加
者
同
士
の

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
強

固
な
絆
を
築
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

（
記 

㈱
ゼ
ロ
ワ
ン 

川
口 

厚
） 

    

 

《
青
年
部
会
》 

初
の
試
み
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
望
年
会
に 

 

■
開
催
日 

12
月
20
日
（
水
） 

■
会 

場 

呉
森
沢
ホ
テ
ル 

■
出
席
者 

40
名 

 

去
る
12
月
20
日
、
青
年
部
望
年
会
を
執

り
行
い
ま
し
た
。 

青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
含
め
総
勢
40

名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
望
年
会
で
は
初
め
て
の
試

み
で
、
青
年
部
各
班
ご
と
に
３
～
５
分
の

持
ち
時
間
で
余
興
を
披
露
し
、
青
年
部
Ｏ

Ｂ
の
先
輩
方
に
点
数
を
つ
け
て
頂
く
シ

ス
テ
ム
で
行
い
ま
し
た
。
各
班
練
習
を
重

ね
た
結
果
、
大
変
盛
り
上
が
り
、
過
去
に

類
の
な
い
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
皆
様
に

ご
満
足
し
て
頂
け
た
例
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。 

青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
方
、
現
役
の
皆
様

方
、
大
変
お
疲
れ
様
で
御
座
い
ま
し
た
。

新
し
い
年
も
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 （
記 

呉
森
沢
ホ
テ
ル
㈱ 

 

森
沢 

一
邦
） 

     

地区例会・部会例会の報告 

「呉森沢ホテル」にて恒例の記念写真 

「いし田や」の前で久々の記念写真 



 

 

 

 (６) 

 

年 
《
経
営
労
働
・
求
人
・
社
員
教
育
・ 

障
害
者
問
題
委
員
会
合
同
》 

恒
例
！
関
係
各
位
と
の 

合
同
忘
年
会 

■
開
催
日 

12
月
１
日
（
金
） 

■
会 

場 

五
月
荘 

■
出
席
者 

26
名
（
う
ち
同
友
会
12
名
） 

 

毎
年
恒
例
の
「
内
外
関
係
者
と
の
合
同

忘
年
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

外
部
か
ら
は
、
海
上
自
衛
隊 

呉
地
方

総
監
部
、
呉
工
業
高
等
学
校
、
広
島
国
際

大
学
、
広
島
工
業
高
等
学
校
、（
公
財
）
く

れ
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
呉
市
産
業
部
商

工
振
興
課
、
呉
市
福
祉
保
健
部
障
害
福
祉

課
、
中
国
新
聞 

呉
支
社
よ
り
14
名
の
皆

さ
ん
で
し
た
。 

住
岡
支
部
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
呉
市

産
業
部 

寺
嶋
文
秀
部
長
の
乾
杯
で
、
忘

年
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
積
極
的
に
お
互

い
に
情
報
交
換
を
さ
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。 

歓
談
の
途
中
で
、
お
一
人
ず
つ
今
年
の

振
り
返
り
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
共
通
し
て
「
呉
、
そ
し
て
地
域

を
元
気
に
し
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、「
子
供
た
ち
が
呉
で
育
っ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
地
域
づ
く
り
」
や
「
呉

で
頑
張
る
子
供
を
育
て
る
」
な
ど
呉
の
将

来
を
担
う
子
供
た
ち
の
話
が
中
心
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

呉
支
部
で
は
、
１
９
９
０
年
よ
り
求
人

委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
。
以
降
、
高
等
学
校

と
の
関
係
づ
く
り
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。 

徐
々
に
地
域
の
関
係
者
も
巻
き
込
み
、

活
動
を
拡
げ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

来
年
以
降
も
「
高
校
生
と
保
護
者
の
為

の
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
「
高
校
の
先
生
方

と
の
懇
談
会
」
「
高
校
の
先
生
方
の
企
業

訪
問
」
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
皆
さ

ん
も
、
ぜ
ひ
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。 

 

（
記 

事
務
局 

木
下
）  

       

                                    

      

委員会報告・会員増強・情報 BOX 

皆で増強目標を達成しよう！～2023年度末 460名に向けて～ 

集え！燦然（3000）と輝く広島同友会～すべては行動することから始まる～ 

広島同友会では今年 10 月に 50 周年を迎えるにあたり、9 月末までに会員数 3000 名をめざし、呉支部では 450 名を

目標としていました。各地区会・委員会、部会の皆様のおかげで、目標達成することができました。 

引き続き、年度末 460 名向けて、ぜひお知り合いの経営者をお誘いください。よろしくお願い申し上げます。 

 

  呉南 呉中央 昭和 広東 広西 広北 芸南 音戸倉橋 呉支部  

総会員数 

 

期末目標人数 8 8 1 8 6 6 4 1  

達成人数 3 6 0 4 6 5 4 0 
441 

 

現在会員数 80 89 11 76 70 58 42 15  

        2023 年 12 月 27 日現在 

 

 

 

 

 

   呉高等技術専門校から ご案内 
                        

   ●在職者対象 職業訓練生募集（令和 6年 4月入校生） 
   【溶接加工科】  訓練期間 1年 ものづくりに欠かせない溶接や板金の知識・技術等 

   【機械システム課】訓練期間 1年 汎用工作機械や数値制御などで機械部品を加工する技術等 

  NEW【デジタル技術科】訓練期間 1年 Ｗｅｂ関連やアプリの知識及び技能等 

       ※訓練期間 令和 6年 4月 5日（金）～令和 7年 3月 18日（火） 
・新入社員、中途採用の方々のｏｆｆ-ＪＴとしてご活用ください！ 

         ・募集期間 令和 6年 3月 29日（金）まで 

詳しくは、当校ＨＰまたはお電話ください。呉市阿賀中央 5-11-17 ℡0823-71-8816 
 

 

 
 

 

呉市産業部長 寺嶋 文秀 氏 



 

 

       

㈲
橋
本
電
設
（
代
表
取
締
役 

橋
本 

元
気
氏
、
呉
中
央
）
は
、
長
年
培
っ
て
き

た
電
気
工
事
業
を
活
か
し
、
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ

Ｅ
Ｖ
充
放
電
設
備
専
門
窓
口
の
Ｅ
Ｍ
事

業
部
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
と
し
て
、

地
域
と
産
業
の
共
創
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
電

操
シ
ェ
ア
」
を
呉
市
苗
代
町
６
５
２
番
地

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

「
電
操
シ
ェ
ア
と
は
、
『
次
世
代
に
明

る
い
未
来
を
』
と
い
う
想
い
か
ら
生
ま
れ

た
地
域
と
産
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
人
の
出
会

い
を
感
じ
発
想
を
カ
タ
チ
に
し
て
、
持
続

可
能
な
地
域
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で

す
」
と
い
う
橋
本
氏
。 

施
設
は
築
86
年
の
古
民
家
を
再
活
用

し
た
も
の
。「
屋
外
ス
ペ
ー
ス
」「
和
室
貸

し
ス
ペ
ー
ス
」
等
、
一
般
の
方
に
気
軽
に

使
っ
て
も
ら
え
る
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
Ｅ

Ｖ･

Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
タ
ン
ド
も
設
置
。

Ｅ
Ｖ
充
電
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー

の
利
便
性
に
貢
献
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
災
害
時
に
は
地
域
の
防
災
拠

点
と
し
て
利
用
可
能
で
、
太
陽
光
発
電
＋

蓄
電
池
＋
Ｅ
Ｖ
で
、
停
電
時
で
も
施
設
に

電
力
を
供
給
で
き
ま
す
。 

   

      

詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

           

（
記 

事
務
局 

木
下
） 

             

    

 

     電操シェアの外観 

新事業紹介・同友会書籍のご案内 

新
事
業
紹
介 

㈲
橋
本
電
設 

代
表
取
締
役 

橋
本 

元
気 

氏
（
呉
中
央
） 

地
域
と
産
業
の
共
創
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
電
操
シ
ェ
ア
」 

～
持
続
可
能
な
地
域
の
実
現
を 

※同友会 NEW 書籍のご案内 

新版：共に育つ 5 

～「人を生かす経営」の実践で、働きがい

のある企業づくりを 
全５冊シリーズを予定している『共に育つ』の第 5 巻目。 

 

 2022 年に徳島で行われた第 7 回人を生かす経営全国交流会

から加藤明彦氏（中同協人を生かす経営推進協議会代表）の問

題提起「企業経営を通して、よりよい社会を実現するために」、

経営労働・共同求人・社員教育・障害者問題の 4 委員長による

パネルディスカッション「経営指針をもとに課題を捉え、『人を

生かす経営の総合実践』を！」を掲載。また、黒瀬直宏氏（ア

ジア中小企業協力機構理事長、元嘉悦大学教授）による多くの

中小企業への取材から中小企業の働きがいをまとめた「働きが

いを追求する中小企業、そのマネジメント」（本書書下ろし）を

掲載。人を生かす経営の実践を通して、中小企業だからこそ実

現できる働きがいのある企業づくりを学ぶ内容となっていま

す。 

 

A5判 84ページ。定価 500円（お求めは同友会事務局へ） 

 

 

 

 

 

 

 

（７） 



(８) 

 

会員名簿アプリの紹介 


